
２０１８年、誰が朝鮮半島の平和のために立ち上がるのか？ 

 

【サンタバーバラ IDN＝リック・ウェイマン】 

 

ドナルド・トランプ大統領と金正恩最高指導者による米朝首脳会談まであと数週間となっ

た。そこで多くの疑問が浮かんでくる。これは望ましい会談なのか？ いつ、どこで行われ

るのか？ 何を議論するのか？ 誰が（もしそんな人がいればだが）米国大統領のためにこ

の重大な会談の準備をしているのか？ 会談は成功するのか？ 

 

トランプ時代には、何が答えなのかを推測することすら難しい。しかし、この前代未聞の

首脳会談が朝鮮半島における数十年に及ぶ紛争に永続的な変化を生み出すことがあるとす

れば、頭に入れておかねばならない重要な問題がいくつかある。 

 

主権 

 

韓国は主権国家だ。大統領の文寅在氏は２０１７年、北朝鮮との対話・和解を公約に選挙

戦を勝ち抜いた。文氏は韓国が「朝鮮半島の問題で主導権を握れるように」したいと明確

に語った。 

Rick Wayman, Programs Director of the Nuclear Age Peace Foundation (NAPF) 

資料：NAPF 



平昌での２０１８年冬季オリンピッ

クと、それと関連した２月２日から

３月２５日までのオリンピック休戦

は、南北朝鮮に対して、外交的努力

と軍隊間の連絡を再開する機会を与

えた。西側メディアの多くは、オリ

ンピックへの北朝鮮の出場とそれに

伴う外交に関して、米韓間に「くさ

び」を打ちこむものだとの印象を植

えつけようとした。 

 

この米国中心的な思考は、状況に関

する韓国大統領の理解と、韓国民衆

の平和への希求を軽視したものだ。

文大統領に対する７４％という支持率は、韓国民の大多数が望む方向を文氏が追求してい

ることを示している。 

 

文寅在大統領・金正恩最高指導者による４月の南北首脳会談は、より過大に期待されてい

る金・トランプ会談に先行する。南北朝鮮の首脳は、対話と協力関係を通じて両国の数多

くの市民の安全を確保する歴史的な機会を手にしている。 

 

非核化 

 

米国による北朝鮮への一般的な要求は、北朝鮮はその核兵器を放棄すべきだというものだ。

これはしばしば北朝鮮の「非核化」、あるいは朝鮮半島の非核化の要求と呼ばれる。 

 

３月に北朝鮮を訪問した韓国特使は声明のなかで、「北朝鮮は朝鮮半島を非核化する意思を

明らかにし、北朝鮮に対する軍事的脅威の問題が解決され、その体制の安全が確保された

ならば、核兵器を持ち続ける理由はないと明確に述べた。」と述べている。 

 

朝鮮半島の非核化というとき、北朝鮮の核兵器の問題に加えて、米国もまた、トランプ大

統領の言によれば数百発の核兵器で「狙いを定め、装填している」状態にあることを忘れ

てはならない。米国の爆撃機や陸上配備の大陸間弾道ミサイル、潜水艦発射弾頭ミサイル

はすべて、北朝鮮を「完全に破壊」する能力を持っている。 

 

北朝鮮に対する十分な安全保証とはなにを含むのかについては不明確なままだ。北朝鮮の 

 The Korean DMZ is shown in red with the Military 

Demarcation Line (MDL) denoted by the black line 
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侵略に備える米韓合同軍事演習停止の協定という形にな

るのか？ それとも、完全な核軍縮を達成するための誠実

な協議に、北朝鮮や他の７カ国の核保有国とともに米国が

参加するという約束になるのだろうか？ 

 

どのような安全保障協定であっても、その主な要素は、朝

鮮戦争を公式に終結させる和平協定の形でなくてはなら

ない。１９５０年に始まった朝鮮戦争は、停戦協定をもっ

て１９５３年に停止している。６５年経った今日、和平条

約は未締結のままである。 

 

文大統領は２０１７年のベルリンでの演説で「半島におけ

る永続的な平和をもたらすために、朝鮮戦争終結時のすべ

ての当事者が参加する和平条約を結ばねばならない」と述べている。 

 

平和を実現する女性たち 

 

どんな平和協議であっても、女性の声を含めることがきわめて重要だ。「平和を実現する女

性たち」と題された３月７日のウェブセミナーで、「非武装地帯を超える女性たち」のクリ

スティーン・アン氏と「コードピンク」のメディア・ベンジャミン氏は、和平協議一般と、

とくに朝鮮の文脈に関連した女性の不可欠の役割について話し合った。 

 

アン氏は「女性が関われば実際の和平協定につながり、それはずっと永続的なものになる

ことが、この３０年の経験で分かっています。」と語った。 

 

アン氏はまた、「核時代平和財団」での第１７回「人類の将来に関するフランク・K・ケリ

ー・レクチャー」（３月７日）において、さらにこうした考え方を敷衍（ふえん）した。ま

た、「非武装地帯を超える女性たち」が今年５月に、政府の承認を得たうえで、非武装地帯

を実際に超えるイベントを準備していると発表した。 

挑発はやめよ 

 

米韓両国は４月に、やや規模は当初の予定より小さくしたものの、合同軍事演習の再開を

予定している。不必要に挑発的なものだが、にもかかわらず実施しようとしているようだ。

米国は、オリンピック休戦に合わせるために、２月初めに予定していた大陸間弾道ミサイ

ル「ミニットマンⅢ」の実験をひそかにキャンセルした。 

 

 President Donald Trump 
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他方、北朝鮮は、「協議が継続される限り、さらなる核実験や弾道ミサイル実験のような戦

略的な挑発を再開しない」ことに同意した。 

 

朝鮮戦争の公式解決は、民衆がそれを要求しない限り実現しそうもない。ホワイトハウス

が暴力的な「平和」に関する見方を喧伝するなか、文大統領による和平条約の追求を支持

するために立ち上がるのは、米国や世界各地の民衆次第だ。(3.23.2018) INPS Japan/ 

IDN-InDepth News  

 

※リック・ウェイマンは、核時代平和財団（NAPF）の事業責任者。２０１６年４月には、

核の責任同盟（ANA）から「今年の活動家賞」を送られる。受賞理由は「マーシャル諸島

の核ゼロ訴訟に世界的注目を集める上で大胆なリーダーシップを発揮し、次世代の平和の

リーダーたちを育て、ANA で理事及び技術指導者として活躍したこと」であった。 

 

 

In May 2015, on the 70th anniversary of Korea’s division into two separate states by cold war 

powers, 30 international women peacemakers from around the world walked with thousands of 

Korean women, north and south, to call for an end to the Korean War, reunification of families and 

women’s leadership in the peace process. 資料：San Francisco based Niana Liu. 


